
平成３１年３月公表

★目指す学校像（ビジョン）

取組指標 成果指標

4 計画、具体策に対しとてもよく取り組んだ教員80％以上 4 生徒のアンケートで、９０％以上が行事で「達成感があった」と回答した

3 計画、具体策に対しとてもよく取り組んだ教員70％以上 3 生徒のアンケートで、８５％以上が行事で「達成感があった」と回答した

2 計画、具体策に対しとてもよく取り組んだ教員60％以上 2 生徒のアンケートで、８０％以上が行事で「達成感があった」と回答した

1 計画、具体策に対しとてもよく取り組んだ教員50％以上 1 生徒のアンケートで、行事で「達成感があった」と回答したのは８０％未満

4 計画、具体策に対しとてもよく取り組んだ教員80％以上 4 学校は安心して過ごせるところであると感じている生徒80％以上

3 計画、具体策に対しとてもよく取り組んだ教員70％以上 3 学校は安心して過ごせるところであると感じている生徒70％以上

2 計画、具体策に対しとてもよく取り組んだ教員60％以上 2 学校は安心して過ごせるところであると感じている生徒60％以上

1 計画、具体策に対しとてもよく取り組んだ教員50％以上 1 学校は安心して過ごせるところであると感じている生徒50％以上

4 ９5％以上の教員が計画通り実施した 4 生徒のアンケートで、９０％以上が「表現力や伝え合う力が身についた」と回答した

3 90％以上の教員が計画通り実施した 3 生徒のアンケートで、８５％以上が「表現力や伝え合う力が身についた」と回答した

2 ８5％以上の教員が計画通り実施した 2 生徒のアンケートで、８０％以上が「表現力や伝え合う力が身についた」と回答した

1 計画通り実践した教員は85％に満たなかった 1 生徒のアンケートで、「表現力や伝え合う力が身についた」と回答したのは８０％未満

4 校内委員会を毎週実施し全てのの対象生徒の検討をした 4 教員のアンケートで、９０％以上が「校内委員会にあがった生徒の実態把握ができた」と回答した

3 校内委員会を毎週実施し毎回９割以上の対象生徒の検討をした 3 教員のアンケートで、８５％以上が「校内委員会にあがった生徒の実態把握ができた」と回答した

2 校内委員会を毎週実施し毎回８割以上の対象生徒の検討をした 2 教員のアンケートで、８０％以上が「校内委員会にあがった生徒の実態把握ができた」と回答した

1 校内委員会を毎週実施したが、検討した対象生徒は８割に満たなかった。 1 教員のアンケートで、「校内委員会にあがった生徒の実態把握ができた」と回答した教員は７０％未満

4 ９０％以上の教員が計画通り実施した 4 生徒のアンケートで、９０％以上が「地域の文化・歴史を学んだ」と回答した

3 ８５％以上の教員が計画通り実施した 3 生徒のアンケートで、８５％以上が「地域の文化・歴史を学んだ」と回答した

2 ８０％以上の教員が計画通り実施した 2 生徒のアンケートで、８０％以上が「地域の文化・歴史を学んだ」と回答した

1 計画通り実践した教員は７０％に満たなかった 1 生徒のアンケートで、「地域の文化・歴史を学んだ」と回答した生徒は７０％未満

4 連携に関する計画をすべて実践・共有し、校内研修に生かした。 4 教員のアンケートで、「連携が深まり相互に学び合うことができた」と回答した教員は７０％以上

3 連携に関する計画をすべて実践し成果を共有した 3 教員のアンケートで、「連携が深まり相互に学び合うことができた」と回答した教員は６０％以上

2 連携に関する計画をすべて実践した 2 教員のアンケートで、「連携が深まり相互に学び合うことができた」と回答した教員は５０％以上

1 連携に関する計画を全て実践することができなかった 1 教員のアンケートで、「連携が深まり相互に学び合うことができた」と回答した教員は５０％未満
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学び

考える力、判断する
力、伝える力の向上を
図るとともに、社会で
生きて働く知恵が身に
付く授業を目指すとと
もに、生徒が安心・安
全な学校生活を送れる
ようにする。一人ひと
りを大切にし、個に応
じた丁寧な指導を行

う。

〇教育活動全体で行う道徳教
育並びに道徳の時間において
〇各教科等の授業において、
実生活とつながるよう意図
的・計画的に指導する。

〇特別な支援を必要とする生
徒の実態を把握し、個に応じ
た教育を進めるとともに、特
別支援教育の視点に立った教

育を進める。
〇全教員が共通理解のもと、
「挨拶」「時間を守る」

「ルールを守る」の指導の充
実を図り、落ち着いた状態を

維持向上させる。

地域

生徒が主体的に世代を
超えた交流を深める活
動を充実させ、地域を
ステージにした生徒の
主体的で豊かな学びが
できるようにする。同
時に、郷土愛を育む。
また、それらの取り組
みを積極的に発信し、
地域への啓発につなげ

る。

〇総合的な学習の時間等での
地域学習や職場体験等を通し
て地域とのかかわり、地域に
生きる大人とのかかわりを深

めさせる。
〇地域の防災活動等へのボラ
ンティア活動や中学生として
の考えを伝える場を開拓、確

保する。
〇学校からの発信を積極的に

行う。
〇生徒会と児童会の交流を行
うなど小・中連携を深化させ

る。
〇小・中・高連携の取組を深
め、異校種間の接続をスムー
ズにするための指導改善に役

立てる

○確かな学力　　○豊かな心　　○たくましい体
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★学校教育目標

　【めざす児童・生徒像】

　【めざす学校像】

①自ら学び、考え、生き生きと活動し、表現できる生徒　②豊かな心をもち、思いやりのある生徒　③自らを鍛え、心身ともに
健康な生活ができる生徒

①生徒一人ひとりが大切にされ、よさが伸ばされ、いかされる学校　②生徒同士、生徒と教職員が相互に信頼する温かい学校

①生徒理解に基づいた教育活動を推進し、共感的理解と適切な指導ができる教師　②研修意欲と実践力のある教師

領域 中期経営目標 短期経営目標 具体的方策
評価指標・評価基準

①郷土を愛し、郷土に生きる生徒としての自覚を育み、人も自分も大切にしながら、人の役に立つことの喜びを知る「心豊かな生徒の育成」を目指し、道徳
授業の充実、地域をステージにした特別活動の充実を図り、道徳的実践力や協働して課題解決をする力の育成を推進する。また、安心安全な学校づくり
のため、災害教育といじめ防止を組織的に推進する。
②学ぶ姿勢づくりを基本に、ICTを活用した授業の実施や日野スタンダードに基づくUD化された授業の構築を進め、分かりやすい授業を展開し思考力、判
断力、表現力を高め、話し合い活動を取り入れ、学力の向上を目指す。

　【めざす教師像】

学校評議員・学校運営協議会の
意見

結果の分析と改善策
評価点 評価点

・生徒会を中心に校内のみならず地域をス
テージとしたボランティア活動を活性化させ
多くの生徒の参加を進める。
・「いのち」にかかわる具体的な取り組みを
開発する。
・行事等で生徒の高い達成感を実現する。
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教育活動全体を通し
て、生徒が生命の尊さ
や生きる喜びについて
考えを深めるととも
に、自己有用感を味わ
わせる体験を通して実
感を深めさせること
で、生きていることの
ありがたさに気付か
せ、自分も他人も大切
にしようとする意欲を
高め、行動できるよう

にする。

〇校内外でのボランティア活
動を推進し、人の役に立つ喜

びを実感させる。
〇「いのちの授業」等いのち
にかかわる取り組みを行う。
〇特別活動の取り組みを充実
させ、協働する喜びを味わわ
せるとともに一人ひとりの達

成感を高める。
〇いじめ防止を組織的に推進
する。早期発見、早期指導、

早期解決につとめる。
〇災害教育、生活安全指導の

充実を図る。

〇対象生徒は増えているよう
なので、校内委員会は継続し
て行ってほしい。

〇対象生徒が増えている現状
の中で、校内研修会等を通し
て教員自身の「UD化の視
点」をするどくしていく必要
がある。

〇小中交流会での生徒の姿
は、真面目で達成感がうかが
える。
〇被災地プロジェクトについ
て、地域や小学校へ出向いて
行ったことは良かった。生徒
会・児童会だけでなくすそ野
を広げてほしい。

〇小・中・PTAとの連携やサ
ミットに出た小学生が、各校
へ戻って自校で広めていく活
動にしていきたい。
〇行事等では引き続き生徒の
達成感を高める取り組みを行
う。

・生活アンケートの実施を通して、自他を振
り返り、いじめのない学校生活の確立を推進
する。月に１回の生活アンケートを実施とと
もに迅速に問題発見に努める。また、定期的
にいじめ防止推進委員会を開催し組織的な対
応を行う。
・各種災害への訓練を行う。情報安全指導の
充実を図る。
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〇「生活アンケート」を引き
続き行い、教員の手をぬかな
い姿勢を見せていく必要があ
る。今後はDV等の発見が課題
になるだろう。

〇いじめ等を最小限におさえ
る努力を蓄積していくことが
大切である。
〇家庭と学校がさらに連携す
る必要があるので、PTA等に
も協力を願いながら対応して
いきたい。

〇クリーン作戦等の活動のめ
あてを明確化させていくとい
いのではないか。
〇中高の連携の機会が少ない
現状がある。（今年度は出前
授業やヒノダンスで連携でき
た。）

〇小中協議会での研究授業、
クリーン作戦、被災地に学ぶ
プロジェクトや生徒会サミッ
ト等の連携行事を継続してい
くとともに、地域・小学校へ
の発信を広げ、更にその先に
繋がる工夫をしていきたい。
〇各活動の目的を再度確認
し、充実に資する。

〇ＩＣＴを活用した授業のユニバーサルデザイン
化を進め、指導案を作成し、授業実践する。
〇道徳授業での「考える力・判断する力・伝える
力」の向上を図り、道徳授業のユニバーサルデザ
イン化の充実を推進する。
〇道徳授業と教科の授業の中で話し合い活動を活
発に行い、豊かな表現力と伝え合う力、及びコ
ミュニケーションの力を鍛え、道徳的実践力を育
む。心に響く道徳の指導案を全教員で作成し、授
業で実践していく。
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〇ICTの活用状況が高いの
は、その環境が整っているか
らだろう。
〇道徳の授業では、各教員の
内面が表われるため、教員の
心の充実やせまり方が重要で
ある。

〇ICTの活用は、子どもへの
活用が今後の課題となるので
話し合い活動の充実について
は、教員の指導法の工夫・改
善がいっそう求められる。
「発言スキル」として「発信
力」＋「聞く力」を身に付け
させたい。

・「生活指導マニュアル」「日常生活での共通の
取り組み」の指導を進める。
・校内委員会を定期的に開き、生徒の実態を共通
理解し、共通実践を図る。特別支援コーディネー
ターとＳＣの連携により、家庭・地域との相談・
支援体制を整える。「特別支援教育のスタンダー
ド」の視点に基づいた教育を全教室にて進めてい
くと共に、ユニバーサルデザイン化した授業を推
進する。
・特別支援教室、リソースルームの充実を図る。
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★重点計画の概要

※評価指標・評価基準は、２の段階を現状としています。

・地域の歴史・文化を学ぶために、近隣の名勝・
旧跡等に積極的に触れ、郷土教育を進める。
・地域の事業所を中心として職場体験を実施する
ことにより、地域についての理解を深め、地域に
働く人々と関わる。
・生徒の主体的な思いを実現させるための支援を
強化する。
・地域と連携して災害時の安全指導を推進する。
また学校Ｗｅｂサイトを通し、広く地域に学校の
取り組みの様子を発信する。
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〇ボランティア等の活動場所の
情報等で学校と地域がうまくつ
ながっていない場合もあるの
で、今後、地域の人間関係を活
用していけると良い。
〇地域ボランティアへの関心が
高まっており、保護者は楽しみ
にしているので、Webサイトの
継続を望みます。

〇地域ボランティアへの関心
の高まりを受けて、地域の中
でボランティアの場を増や
し、参加することで、ボラン
ティアのすそ野を広げてい
く。「ちょこっとボランティ
ア大作戦」という取り組みを
来年度検討している。

・小・中教員による合同授業参観・授業参加
（ＴＴや出前授業）・協議会及び児童・生徒
の合同活動等の計画を立て、積極的に交流し
相互が学び合う。
・キャリア教育の一環として、高校教員によ
る出前授業等を実施し自らの進路に関心を持
たせる。
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